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校舎を彩る花々が、桜からツツジへと変わり、今はサツキの全盛期です。次は紫陽花の出番です。つぼみがだい

ぶ膨らみ始めています。花々の移ろいが、季節の変わり目をそっと教えてくれます。現在、学校はまさに運動会一

色です。どの子も自分の目標に向かって一生懸命に努力しています。自分の目標を成し遂げようとする姿は大変立

派で、成長の証です。全ての子供たちが成就感を味わえるような運動会となるよう教職員一同も精一杯努めて参り

ます。各ご家庭におかれましても、子供たちが万全の体調で臨めますよう、体調管理をお願いいたします。

学校には様々な不審者情報が寄せられます。保護者の皆様からは「提供された不審者情報はすぐに連絡してほし

い」という要望をいただきます。しかし不明確な情報を流すことはかえって不安を煽ったり、頻繁な発信が「オオ

カミ少年効果」に繋がったりもします。そのため警察や教育委員会に事実確認をしたり、緊急性等を考慮しながら

その都度ごとに対応しています。また「その後どうなったかの結果を知りたい」との声をいただくこともあります

が、警察等よりその後の情報をいただかない限りご連絡ができません。大変申し訳ありません。子供の安心・安全

を守るために、学校は以下のような対応を講じてまいります。ご理解・ご協力をお願いいたします。

（１）不審者に関する情報は、まずは速やかに警察へ連絡してください
警察は不審者に対する様々な情報を把握しています。近隣で同様な事件が起きていれば、緊

急対応もしてくれますので、不審者の確保にも繋がります。まずは警察へ、その後で学校に連

絡をお願いいたします。「学校から連絡してください。」というお電話をいただくこともありま

すが、警察からは「直接、被害に遭った方、関わった方から連絡してほしい。」と言われてい

ます。申し訳ありませんが、そのようにご対応いただけると助かります。

（２）学校からマチコミメールで全家庭に周知する場合について
寄せられた情報のうち、①教育委員会や警察等より皆様に連絡をするよう指示があった事案

②緊急性があり、保護者の皆様にお伝えした方がよいと思われる事案 については「事実」と確

認できる範囲でメール配信いたします。また、お子さんが在校中の場合は、全校児童向けに放送

をしたり、各担任による発達段階に応じた指導も行いますので、ご了承ください。

学校運営協議会が開催されます 開校５０周年記念イベント第１弾！
下記の８名の皆様に運営協議会の委員をお願いし、その中 開校５０周年に合わせて、今年度は様々な取

から２名の方に会長・副会長をお引き受けいただきました。 組を予定しています。その第１弾が、【富士見

◎会 長 様 ○副会長 様 小へ寄り道しよう】です。新緑ツーデーマーチ

委 員 様 様 様 の１日目（５月２５日）、少しだけ富士見小に

様 様 様 お寄りください。元気な声援と心ばかりの感謝

第１回学校運営協議会は、６月１３日（木）１３：４０～ の品を用意してお待ちしています。懐かしの校

開催いたします。今回の議事は、学校運営の基本方針の承認 舎を眺めながら、おしゃべりでもしませんか？

等を予定しております。本会は原則公開です。傍聴をご希望さ また、このイベントをお手伝いくださる方も

れる場合は、６月５日（火）までに学校へご連絡ください。 募集しています。詳細は改めてご連絡します。

【心温まる素敵なエピソードを紹介します】～６年生女児の日記から～

今日、RちゃんとSちゃんと私で前田公園に行ったとき、入り口のすぐそこにたくさんゴミが落ちていま

した。周りを見てみると他にも少し落ちていたので、公園を１周して他のゴミもあったら集めることにし

ました。１周するとタバコのゴミやレシート、お菓子のゴミなど合計３４個も見つかりました。１周回っ

て集めるのは大変だったけど、達成感がありました。その後、集めたのはいいけれど持って帰る袋がなく、

帰れずにいました。そんなとき突然やってきたお婆さんが「これ、あなたたちのゴミ？」と聞かれ「違います」と答える

と「そうなの。ありがとう。」とゴミを回収してくれました。帰るときも「本当にありがとう。」と言ってくれて、とても嬉

しかったです。お婆さんは「あなた達が勉強を頑張れるようにゴミを回収したいのよね。これから河原も行くのよ。」と言

っていたので、「相当頑張っているんだな。私もお婆さんのゴミの回収と同じくらい勉強を頑張りたいな。」と思いました。


